
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

当校は高等学校卒業程度認定試験の専門校として30年近く歴史
があります。何かの理由で挫折した子どもたちが、大学・社会人に
進む手助けをしています。生徒には勉強だけでなく、社会で大切な
思いやりも教えています。ルールを守り、人を傷つけたら謝ること
ができる社会人として送り出したいと考え、指導しています。
いじめ防止活動の一環として、大人が人に迷惑を掛けることなく

気遣いを心掛けて生活すれば、自然といじめ問題も起こりにくい環
境となります。子どもも大人も相手の立場を考えて生活することを
守り、悪い事をしたら素直に謝ることで社会は良い方向に進みます。
保護者にも子どもを育てる親がモラルを持って歩むことが大切であ
ることを第一に訴え、共に子どもの巣立ちを見守っています。

●JS高認ゼミナール（広見）

問合先　子育て支援課

縄文時代の堅穴住居（復元）
縄文時代は約1万年もの間、長く続きました。その中でも前期と中期（約

6,000～4,000年前）は温暖な気候で、小規模集団を形成して暮らして

いました。

春は山菜や山鳥、秋は木の実やヤマイモなどが豊富で、時にはカモやシ

カ、イノシシなども捕り、川では魚や貝類などもとることができました。

ドングリなどをアク抜きして貯蔵した他、煮る・蒸すなどの調理技術が向

上し、さまざまな形の土器が考案されました。

川合遺跡群の中でも宮之脇遺跡Ｂ地点では、縄文時代の住居跡が多数発

掘され、年間を通して安定した食料を確保でき、つつましいながらも事足

りた食生活を営んだ人々の暮らしが分かりました。その様子の一端として、

川合考古資料館には竪穴住居が復元されています。

川合考古資料館　資料紹介

縄文時代の住居と暮らし

問合先　文化財課

就職や異動などで新しい生活が始まり、新しい出会いも多い４月。歓送迎会やお花見など何かとお酒を飲
む機会が増える時期です。お酒好きには楽しい日々が続くかと思いますが、飲み過ぎには要注意です。１日
のアルコール量は20ｇ程度が適量といわれていますが、女性はアルコール代謝能力が低いため10ｇが目安
です。男性は40ｇ以上、女性は20ｇ以上の飲酒が続くと、生活習慣病のリスクが高まります。多量飲酒を
続けると肥満、高血圧、肝臓障害などの原因にもなります。
健康な生活を維持するためにも適量を守りましょう。また、お酒のおつまみには野菜類や海藻類などを取り、
週1～2回の休肝日で疲れた肝臓をリフレッシュさせましょう。

●１日の適度な飲酒量（お酒の種類ごとの目安）

お酒と上手に付き合いましょう

問合先　健康増進課

生徒と一緒に考えることを大切にしています

室内の様子（復元）

Vol.59 わたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.25止防

BEER
焼
酎

ビール
中ビン 1本（500㎖）

ワイン
グラス 2杯（180㎖）

ウイスキー
ダブル 1杯（60㎖）

日本酒
1 合（180㎖）

焼酎
0.6 合（110㎖）

Vol.30
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